１０．１７京大集会　基調提起

現在、５４基中４４基の原発が停止しています。「原発は人間と相容れない。」その言葉を実行に移した多くの人々の力が原発を止めています。「安全で原発のない世界に暮らしたい。」人間として当たり前の感情です。けれど、それにも関わらず野田政権は原発再稼動に前向きの姿勢をとっています。

今は大恐慌の時代です。彼は原発がなければ日本経済は破綻すると叫んでいます。そして、そこから逆規定して、あらゆるデマを流しています。その一端が御用学者です。

「年間１００ミリシーベルトまでは浴びても大丈夫」と叫ぶ御用学者が、大学の権威を使って福島の安全を求める声を圧殺しています。

彼らが根拠にしているのはヒロシマ・ナガサキの被曝者から取られた膨大なデータなわけですが、「その数値が正しいものかどうか、本当のところは良く分からない。」「年間２０ミリシーベルト以下はそもそもデータが存在しない」「しかし危険性を示す証拠もない」「でも国も安全だといっているから安全なんだ」と本音をもらしています。

京大でも１０月１日に熊取にある原子炉実験所で「アトムサイエンスフェア」なるイベントが開かれ、そこで島田義也（放射線医学総合研究所）という御用学者の講演会が開かれました。

僕たちは学生としてこんな状況はおかしいと思い、島田義也講演会中止のデモ行動にたち、講演会の真意を確かめにいきました。

そこで行われたことは「デモをやるような原発反対派の人は、講演会に混乱を招く可能性があるので入れない」というものでした。

自分の大学が学生の自由な表現行為を規制する、つまり自治を破壊していることにも当然怒りが涌きました。しかし何より許せなかったのは、大学側が原発反対派と討論しないという姿勢を取ったことです。色々な立場の人が議論して、問題解決のために問いかけあうのが学問のはずです。京都大学が、学問の意義すら投げ捨てて、国の原発安全ＰＲに乗っかっていた事実が明らかになり、怒りに耐えません。

さらに、福島県立医科大学では被曝を利用しての医療特区を作ろうとしています。

聞こえはいいですが、行われることは、がん治療の規制緩和です。施設が民営化された場合、医療労働者の教育不足で安全もなし崩しになっていきます。

資本と一体化した大学が僕らの生活を奪い、長期的な問題に責任は一切取らない。原発や民営化に反対する人を「復興」の名の下に恫喝して、「あとのことは知らない」を決め込む。

僕はこんな大学をどうしても変えたい。そのためには学生による自治の拡大が必要です。大学側が責任を取らない部分を徹底追及して、僕たちこそが責任をとってやろうじゃないか。

今焦点になっているのは大学の学問です。自分たちに都合がいいように大学を利用する以上、政府・資本家の弱点はここにあります。

彼らの守る学問とは、たとえ少数でも、学生、市民が本気で問いかけた時、一瞬で崩れてしまうようなモロイものです。思い通りにはさせません。

野田政権による再稼動とは、同時に全社会的な問題です。社会情勢と向き合うことが重要です。

今被災地では、３０キロ圏内に放置されていた車両を「復興」のために回収し、走らせるという策動が始まっています。ここでも無責任な放射能安全基準が使われています。

これに対して、動労水戸という労働組合が怒りのストライキに決起しています。

彼らは３０人ほどの少数組合ですが、実際に業務を止めています。

被曝労働に対する当然の怒りに、現場の広範な青年労働者の心は揺り動かされ、被曝業務を拒否し続けているからです。

こういう闘いを全国で作っていくことが必要です。

僕たちは具体的には１０月２１日に福島現地に出向き、福島県立医科大学の副学長である山下俊一などの御用学者を追放する運動をします。

１０月末～１１月５日まで経済産業省前で座り込み闘争もします。

福島で闘う人たちと連帯して連帯して連帯しぬきます。

今秋の決戦として、京大での対当局交渉に全体重を乗せます。

京都大学の総長を引きずり出して、全学生を巻き込んだ、総長団交をするつもりです。

そして何度も述べましたが、これは最終的には経済との闘いです。原発再稼動が失敗すれば、電力不安による経済停滞で２００万人の失業者が出ると大宣伝されています。

僕たちは２００万人の一人も見捨てない。誰一人失業させない闘いをあらゆる現場でやりぬくつもりです。

すでに「経済が破綻すれば、他国が戦争を仕掛けてくる」とさらなる恫喝が来ています。

その声に負けないように、全世界で闘っている労働者、学生と連帯しぬこう。

アメリカのウォール街ではついに労働者階級の決起が始まりました。１パーセントの資本家階級によって９９パーセントの労働者階級がないがしろにされる。この怒りとふくしまの怒りは一つです。

あらゆる怒りを１１月６日の反原発・反失業の労働者総決起集会に集めましょう。

学生はその最先頭で闘う決意です。

